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1.はじめに
Delphi/400 は、ビジュアルプログラ

ミングと呼ばれる開発手法でアプリケー
ションを作成する。ビジュアルプログラ
ミングとは、コンポーネントをフォーム
に配置し、プロパティを定義したうえで、
必要に応じたユーザーのアクション（マ
ウスをクリックする、キーボードで入力
するといった操作）に対し、イベントハ
ンドラと呼ばれるプログラムをコーディ
ングしていく手法である。

この Delphi/400 のコーディングに使
用 す る の が、Object Pascal で あ る。
Object Pascal は、もともと教育用とし
て開発された Pascal 言語をオブジェク
ト指向プログラミングが行えるように拡
張したもので、シンプルな文法やデータ
型の厳格な型チェックを採用しているの
が特徴である。

Delphi/400 は、これまでのバージョ
ンアップでさまざまな機能拡張を実施し
ているが、Ver.2009 以降では、文法に
ついても多くの新しい記述方法が追加さ

れている。
本稿では Ver.2009 以降に追加された

文法について、具体例とともに説明する。

2.�文法の高度な機能
（Delphi/400�
Ver.2009以降）

Delphi/400 Ver.2009 では、それ以前
のバージョンまでの Shift-JIS ベースで
あった文字コード体系が Unicode ベー
スに大きく変更された。

このバージョンでは文字コード体系
の変更とともに、ジェネリクスならびに
無名メソッドという大きな文法の進化も
見られる。以下に、この 2 つの概要なら
びに活用例を説明する。

2-1. ジェネリクスとは
ジェネリクスとは一言でいうと、特定

の型に依存しない実装を行うプログラミ
ングスタイルのことである。具体例とし
て、たとえば Integer 型の変数 A、B と
Change メソッドをもつ TIntChange ク

ラスを考えてみる。【図 1】
Change メソッドは、変数 A と B の

値をひっくり返すだけの簡単な処理であ
る。このクラスを使用するプログラムの
実装例は、【図 2】のとおりである。

このプログラムを実行し、ボタンをク
リックすると、初期セットされた A ＝
100、B ＝ 200 の値がひっくり返り、画
面上には結果として、A ＝ 200、B ＝
100 が表示される。

ここでは変数 A、B に Integer 型の
整 数 値 を 使 用 し た が、 も し こ れ を
Double 型や String 型にしたい場合、そ
れぞれのデータ型用のクラスを追加す
る。【図 3】
【図 1】と【図 3】を比べると、デー

タ型が異なる以外はまったく同じ処理で
あるとわかる。このように処理自体は変
わらないのに、データ型が異なるために
それぞれのクラスを作成するとなると、
あらゆるデータ型への対応が必要にな
る。

こうしたケースで便利なのが、ジェネ
リクスである。【図 1】のプログラムを
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用例を、【図 9】で説明する。
まず宣言部を確認する。ここでは、1

つの String 型引数をもつ手続き型の無
名メソッドが保持できるデータ型とし
て、TStrProc 型を宣言している。

次に実装部を見ると、変数宣言部分
（var）で、TStrProc 型の変数 pProc を
宣言しているのがわかる。そして、この
無名メソッド変数 pProc に対して、名
前のない手続き（procedure）を代入し
ている。こう記述することで、通常の値
を変数に代入するのとまったく同じ記述
方法により、手続きや関数を変数に代入
できる。

なお、無名メソッド変数に手続きや関
数を代入した時点では、まだ無名メソッ
ドは実行されない。実際に無名メソッド
が実行されるのは、「pProc（‘テスト’）;」
のように変数を使用したときである。

このように、無名メソッドは変数に代
入できるのだが、それだけではなく、手
続きや関数の引数に無名メソッドを渡す
こともできる。具体例を、【図 10】で説
明する。

ここでの宣言部では、Integer 型の引
数を 2 つもつ関数型の無名メソッドが保
持できるデータ型として、TCalcFunc
型を宣言している。

実装部には、Calculate 手続きを作成
しているが、このサブルーチンは、2 つ
の整数の引数とともに TCalcFunc 型の
引数を使用しているのがわかる。

つまりこのサブルーチンは、呼び出し
側で定義された無名メソッドを受け取っ
て処理を実行する。Button2 の OnClick
イベントでは、Calculate 手続きを 2 回
呼び出している。それぞれ引数として、
異なる 2 つの値とともに、異なる無名メ
ソッドを渡している。

このプログラムを実行して、Button2
をクリックすると、メッセージボックス
に計算式の異なる 2 つの処理結果が表示
される。【図 11】

このように無名メソッドを使用する
と、通常の変数等と同じように手続きや
関数を引数として渡せる。

2-4. 無名メソッド活用例　
次に、名前をもたない無名メソッドに

ついて、サブルーチンに対して無名メ
ソッドを渡す仕組みの活用例を説明す
る。

ている。
便 利 な の は、Add メ ソ ッ ド に は

Integer 型の値以外はセットできないこ
とである。ジェネリクスで実際の型が決
定すると、その型のみが使用できる。

さらに配列に対してリストを使用す
るメリットの 1 つとして、ソートが簡単
に行える点がある。【図 7】で、リスト
に値を追加した後に、「iList.Sort;」と 1
行追加すると、整数値の昇順にリストが
並び替わる。ソートを配列で実現しよう
とすると、ロジックを作成せねばならな
いので、こうした場合にリストを使用す
るメリットがある。

も う 1 つ の 例 は、TDictionary
＜TKey,TValue＞である。このクラス
はキーと値のセットをコレクションとし
て扱う。こちらも実装例を、【図 8】で
説明する。

こ の プ ロ グ ラ ム で は、 キ ー に は
String 型 を、 値 に は TCustomer 型

（Record 型 ） を 指 定 し て い る。
TDictionary の場合も、コレクションの
追加は Add メソッドで可能である。要
素へのアクセスは、キー値を指定すれば
よい。

またこのコレクションクラスは、デー
タ の 検 索 も 容 易 で あ る。 た と え ば
TryGetValue メソッドを使用すると、
存在しないキーを指定した場合、結果が
False となるので、入力妥当性チェック
にも活用できる。リストの場合と違い、
ディクショナリはキーを指定して任意の
データにアクセスできるので、応用範囲
が広い。

こ こ ま で、TList ＜T＞ な ら び に
TDictionary ＜TKey,TValue＞を説明
したが、これらのコレクションは使用時
のデータ型に、値型を想定したものであ
る。クラス型オブジェクトを想定した
TObjectList ＜T: class＞ や TObject 
Dictionary ＜TKey,TValue＞も用意さ
れているので、用途に合わせて使い分け
ると効果的である。

2-3. 無名メソッドとは
無名メソッドとはその名のとおり、名

前 が つ い て い な い procedure や
function のことである。通常変数には、
値をセットできるが、無名メソッドを使
用すると、手続きや関数自体を変数に
セットできる。無名メソッドの簡単な使

元にジェネリクスを使用したのが、
【図 4】である。

宣言部を見ると“＜T＞”となってい
るが、これが仮のデータ型を表しており、
T という名前で宣言されている（このシ
ンボル T は慣例としてよく利用される
が、シンボルとして有効な名称であれば
制限はない）。

このようにクラス上では仮のデータ
型で宣言や実装を行い、クラスを使用す
るプログラム側で使用したいときに、実
際のデータ型を指定できる。【図 5】

この仕組みを使用すれば、どんなデー
タ型で処理が必要となっても同じクラス
が利用できる。これがジェネリクスと呼
ばれるものである。

2-2. ジェネリクス活用例
以下に、活用方法について考察する。

最もよく使用されるのがコレクションで
ある。

コレクションとは、複数の要素の集ま
りのことである。Delphi/400 でおそら
く一番よく使用されているコレクション
は、TStringListである。TStringListは、
文字列のリストを扱うクラスである。こ
のコレクションを使用すると、文字列を
動的配列として扱える。【図 6】

ここではリストに対して Add メソッ
ドを使用することで、文字列をリストに
追加している。追加されたリストは、配
列と同じように要素番号を指定すること
で、各要素値が取得できることがわかる。

ジェネリクスコレクションクラスで
ある TList ＜T＞を使用すると、これと
同じようなことが任意のデータ型で行え
る。ジェネリクスのコレクションを使用
す る に は、uses 節 に Generics.
Collections を追加すればよい。このユ
ニットには、TList ＜T＞をはじめとす
るいくつかのジェネリクスコレクション
クラスが定義されているので、これらを
使用できる。

TList ＜T＞を使用したリストのプロ
グラムは、【図 7】のとおりである。

このプログラムでは TList ＜Integer＞
と定義しているので、Integer 型の値を
リストとして扱える。【図 6】と比較す
れば明らかだが、TStringList の場合と
まったく同じ手法で、数値に対する動的
配列が実現できる。Add メソッドで、
Integer 型の値を直接リストにセットし
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ので、既存機能の拡張を意識することな
く、そのまま使用できる。

たとえば Integer 型のレコードヘルパ
である TIntegerHelper を使用すると、
変 数 i に 対 し て、「ShowMessage

（i.ToString）;」のように記述できる。
このようにレコードヘルパを使用する
と、変数などに対して直接メソッドが記
述できるので、コードの見通しがよくな
る。

なお、このようにすぐに使用できるレ
コードヘルパは、SysUtils ユニットに
定義されている。Delphi の開発元であ
るエンバカデロ・テクノロジーズ社が提
供するオンラインヘルプ（DocWiki）
の SysUtils ユニットページを参照し、

「レコードヘルパ」でページ検索すれば、
定義済みのレコードヘルパを確認でき
る。【図 16】

このレコードヘルパは、独自の定義も
可能である。

IBM i（AS/400）を活用するアプリ
ケーションでは、日付値を示すデータ
ベースのフィールドとして数値 8 桁を定
義することが多い。しかし Delphi/400
では、日付値は TDate 型を使用するの
が一般的である。そこで以下に、TDate
型の日付値を Integer 型に変換するレ
コードヘルパの作成手順を説明する。

まず、宣言部に TDate 型のレコード
ヘルパクラスと、そのなかに機能となる
メソッド（ToInteger メソッド）を宣言
する【図 17】。宣言が完了したら、［Ctrl］
＋［Shift］＋［C］を押下し、実装部の
テンプレートを作成のうえ、メソッド内
に実装を記述する。【図 18】
【図 18】の実装例を見ると、Self とい

うキーワードがあるのがわかる。この
Self には、メソッドが実行される際の
TDate 型の日付値がセットされる。こ
こでは Self で指定された日付値に対し、
FormatDateTime 関数を使用して、いっ
たん 8 桁の文字列に変換したのち、
StrToInt 関数で整数値に変換している。

レコードヘルパが完成すれば、使用方
法は簡単である。たとえばフォーム上に
ある TDateTimePicker（日付入力コン
ポーネント）にセットされた TDate 型
の値を、Integer 型の値として取得する
のは、【図 19】のようなコードで記述で
きる。

TDate 型の値に対し、直接 ToInteger

3.�最新文法活用TIPS
（Delphi/400�
Ver.2010以降）

ここからは、Delphi/400 でプログラ
ミングする際に便利な 2 つの文法活用
TIPS を説明する。どちらもプログラム
開発で非常に有用なので、ぜひ参考にし
てほしい。

3-1.   レコードヘルパ、クラスヘルパに
よる既存機能の拡張（Delphi/400 
Ver.2010 以降）

Delphi/400 は、データ型の取り扱い
が厳格である。

たとえば、String 型と Integer 型と
で相互代入はできない。Integer 型の変
数iに、演算結果として整数値123がセッ
トされていると、「ShowMessage（i）;」
という手続きは、コンパイルエラーとな
る。

これは、ShowMessage 手続きの引数
が String 型を要求しているにもかかわ
らず、Integer 型の変数をセットしてい
るから発生するエラーである。では、プ
ログラムのなかで演算された結果をメッ
セージボックスに表示するには、どうす
ればよいだろうか。

この場合、データ変換関数を使用する
の が 一 般 的 で あ る。 先 の 例 で は、

「ShowMessage（IntToStr（i））;」 と
記述すれば、演算結果をメッセージボッ
クスに出力できる。このようにデータ変
換の機能がサブルーチンとして定義され
ているので、それを利用する。しかしデー
タ変換を行うのに、その都度サブルーチ
ンを使用するのは、いささかプログラミ
ングが面倒である。

そこで Delphi/400 Ver.2010 以降に
は、レコードヘルパという機能が用意さ
れている。これは特定のレコードに対し
て、機能拡張をサポートする。通常、既
存機能の拡張というと、オブジェクトク
ラスに対して「継承」を利用するのが一
般的だが、レコードヘルパを使用すると、
String 型や Integer 型といった組み込
みデータ型に対しても機能を拡張でき
る。

とくに Delphi/400 Ver.XE5 以降の
Object Pascal で は、TIntegerHelper
や TStringHelper といった定義済みの
レコードヘルパクラスが用意されている

IBM i（AS/400）をはじめ、各種デー
タベースに対して更新処理を行うような
場合、たとえば dbExpress 接続では、【図
12】のような処理を記述することが多
い。

このプログラムのように、データベー
スへの更新処理は大きく次の 3 つから構
成される。

①トランザクションの開始
② データの登録／変更／削除等の更新処

理
③ トランザクションのコミット（②でエ

ラーの場合ロールバック）

たとえば受注と売上の各更新処理が
ある場合、一般にそれぞれの更新処理で
①②③を記述する。しかしデータベース
への更新内容が異なっても、②が異なる
だけで、①と③は共通の処理となる。【図
13】

この場合に役立つのが、無名メソッド
である。②の部分を無名メソッドとして、
データベース更新処理の共通サブルーチ
ンの引数とすればよい。【図 12】のプロ
グラムを修正し、無名メソッドを使用す
る例を、【図 14】で説明する

このプログラム例では、引数のデータ
型を TProc 型としているが、これは引
数をもたない手続き型の無名メソッド用
にあらかじめ用意されたデータ型なの
で、これを使用すれば、とくに型の宣言
をせずに無名メソッドが使用できる。
【図 14】で定義した DataUpdate メ

ソッドを呼び出すプログラムは、【図
15】のとおりである。ここでは更新処理
自体の無名メソッドを引数にセットし
て、DataUpdate メソッドを呼び出して
いるのがわかる。

以上、無名メソッドの使用例として、デー
タベースの更新処理を説明したが、ほかに
よく使用される無名メソッドの活用方法とし
て、TThread.CreateAnonymousThread
と無名メソッドを使用したスレッド（並
列）処理がある。

これについては、2015 年版ミガロ．
テクニカルレポートにある『マルチス
レッドを使用したレスポンスタイム向
上』で詳しく説明しているので、そちら
を参照してほしい。
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のプログラミングが少し面倒であった
が、このユニットが追加されたことで扱
いが簡単になった。

まず、TDirectory クラスについて説
明しよう。TDirectory はディレクトリ
を操作するクラスである。たとえば、こ
のクラスにはクラスメソッド Delete が
用意されており、これを使用すると特定
フォルダを簡単に削除できる。【図 28】

System.IOUtils は標準で uses 節に含
まれていないので、個別に追加する。こ
うすれば、あとはクラスメソッドを呼び
出すだけで使用できる。

このメソッドが便利な点は、フォルダ
内にサブフォルダやファイルが存在して
いたとしても、一括削除できることだ。
Delphi/400 Ver.2009 以前の場合、同じ
処理を実現するのに次のようなサブルー
チンを作成する必要があった。

［フォルダ削除サブルーチンの処理ロ
ジック］
① 削除しようとするフォルダ内のすべて

のファイルおよびフォルダを検索す
る

②  ファイルならば DeleteFile を用いて
削除し、フォルダならば再帰的に自身
の関数処理を呼び出す

③ フォルダの中身が空になったところ
で、RemoveDirectory を用いてフォ
ルダを削除する

TDirectory クラスの追加により、簡
単にフォルダ削除ができるようになっ
た。 ほ か に も フ ォ ル ダ の コ ピ ー

（TDirectory.Copy（）メソッド）や移
動（TDirectory.Move（） メ ソ ッ ド ）
も用意されている。

次に、フォルダ内に含まれるファイル
を一覧取得する処理を考えよう。これも
Delphi/400 Ver.2009 以 前 で は、
FindFirst 関数や FindNext 関数を使用
しながらファイル名を取得し、サブフォ
ルダについては、再帰処理を行う必要が
あった。しかし System.IOUtils を使用
すると、TDirectory.GetFiles メソッド
で容易に取得できる。【図 29】

TDirectory.GetFiles メソッドの引数
に検索オプション（soAllDirectories）
を付与するだけで、サブフォルダまで含
めた一括検索ができる。

また【図 29】のソースでは、for in 

ラスに一切手を加えることなく、新しい
機能が追加できるので、汎用ユニットと
して定義できる。

3-2.   ランタイムライブラリ（RTL）を活
用したプログラム作成法

Delphi/400 でプログラムを記述する
際、前述した IntToStr 関数などのデー
タ変換関数を使用することが多い。では、
なぜ作成するプログラムで、IntToStr
関数が使用できるのだろうか。

VCL と FireMonkey のそれぞれで、
新規プロジェクトを作成し、作成直後の
Form1 ユニット（Unit1.pas）を見ると、
どちらもほぼ同じ構成であるのがわか
る。【図 25】【図 26】

構成のなかで異なるのは、uses 節の
部分である。Object Pascalでuses節は、
プログラムの実行に必要なほかの参照 
ユ ニ ッ ト を 表 し て い る。VCL か
FireMonkey かで、使用するビジュアル
コンポーネントのフレームワークが異な
るので内容も違っているのだが、よく見
る と System.SysUtils、System.
Variants、System.Classes の各ユニッ
トはどちらのプロジェクトにも含まれて
いるのがわかる。

冒 頭 の IntToStr 関 数 は、System.
SysUtils ユニットに定義された関数で
ある。つまり、IntToStr 関数が使用で
きるのは、ユニット参照されているから
である。この IntToStr 関数のようなア
プリケーション開発で一般に使用される
サブルーチンは、ライブラリとして提供
されており、Delphi ランタイムライブ
ラリ（RTL）と呼ばれている。

この RTL には多彩な機能が実装され
ており、プログラムで多様な機能を実現
できる。RTL の多くは System ユニッ
トスコープに定義されており、DocWiki
を参照しても多数のユニットが用意され
て い る（http://docwiki.embarcadero.
com/Libraries/Seattle/ja/System）。

【図 27】
このなかで、知っておくと役立つ

RTL を以下に説明する。

（1）System.IOUtils
（Delphi/400Ver.2010以降）

System.IOUtils は、Delphi/400 
Ver.2010 以降に追加された RTL であ
る。以前はディレクトリやファイル操作

メソッドを記述して Integer 型の値に変
換できている。もちろん同様のことは、
TDate 型の値を Integer 型に変換する
ためのデータ変換関数（function）を作
成し、その関数を使用しても実装できる
が、レコードヘルパを使用したコードの
ほうが読みやすいのは一目瞭然である。

ここで説明した例は、TDate 型を
Integer 型に変換するレコードヘルパだ
が、もちろん Integer 型を TDate 型に
変換するレコードヘルパも作成可能であ
る。その場合、【図 20】のような処理が
考えられる。

ただし、レコードヘルパは 1 つのデー
タ型に対して 1 つしか使用できない点に
注意が必要である。Delphi/400 Ver.
XE5 以降には、あらかじめ定義済みの
TIntegerHelper が存在するので、【図
20】の宣言を参照するプログラムでは、
TIntegerHelper に定義されたメソッド
が使用できなくなる。

すでに存在するデータ型のレコード
ヘルパと共用したい場合は、Integer 型
に対するエリアス（別名）を定義すれば
よい【図 21】。ここでは、Integer 型の
エリアスとして TDateInt 型を定義して
いる。それにより、独自に定義した【図
21】のレコードヘルパを使用する場合に
は、TDateInt 型でキャストすればよい。

たとえば、日付整数値が格納された
Integer 型 の 変 数 i に 対 し て は、

「TDateInt（i）.ToDate」のように記述
できる。【図 22】

説明したのは組み込みデータ型に対
するレコードヘルパだが、クラスに対し
てもクラスヘルパが使用可能である。ク
ラスヘルパを使用すると、たとえば標準
のコンポーネントに対して簡単に機能を
追加できる。つまり独自の継承コンポー
ネントを作成することなく、機能拡張で
きるわけだ。

TEdit の親クラスであるTCustomEdit
に対して、データ型の変換機能を実装し
た例を、【図 23】で説明する。

このクラスヘルパを参照するプログ
ラムでは、TCustomEdit を継承した
TEdit 等の入出力コンポーネントに対
し、直接 TDate 型や Integer 型で値の
取 得 な ら び に 代 入 が 可 能 に な る。

【図 24】
このようにレコードヘルパやクラス

ヘルパを作成すると、元のレコードやク
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さ ら に Delphi/400 Ver.XE3 で は、
ZIP ファイルを扱うための System.Zip
が、Delphi/400 Ver.XE7 で は、JSON
文字列を扱うための System.JSON やイ
ンターネットエンコード、デコード処理
を行うための System.NetEncoding が
追加されており、バージョンアップのた
びに便利な RTL が拡充されている。

4.まとめ
本稿では、Delphi/400 のコーディン

グで使用される Object Pascal の新しい
文法に関するテクニックを取り上げて説
明した。

Delphi/400 のコーディングに普段か
ら使用している Object Pascal だが、本
稿執筆に際してあらためて文法を調べて
みると、Delphi/400 Ver.2009 以降で文
法が大きく強化されていることがわかっ
た。

本稿で説明した各文法は、いろいろな
局面で活用できるので、ぜひ今後のアプ
リケーション開発時のコーディング技法
としてチャレンジし、開発の幅を広げて
いただきたい。

 M

do ループを使用している点にも注目し
てほしい。従来からのカウンタ変数を使
用した for ループだけでなく、このよう
な配列などを使用した for ループ処理も
記述できる。

ほかにもパス名、フォルダ名、ファイ
ル名を操作する TPath クラスや、ファ
イルを操作する TFile クラスが用意さ
れている。Delphi/400 Ver.2009 以前で
は、ファイルをコピーする関数が用意さ
れておらず、Win32API を使用する必
要があったが、TFile.Copy（）メソッ
ドを使用すれば、API を意識せず簡単
に実装できる。

（2）System.RegularExpressions
（Delphi/400Ver.XE以降）

次に説明する S y s t e m . R eg u l a r 
Expressions は、Delphi/400 Ver.XE 以
降で使用可能な RTL で、いわゆる正規
表現を実現する。

正規表現とは、文字列の集合を 1 つ
の文字列で表現する方法で、たとえば郵
便番号やメールアドレスなど、特定の文
字列パターンで表せるものをチェックす
るのに利用することが多い。これを使用
したプログラムの例を、【図 30】で説明
する。

ここでは TRegEx クラスの IsMatch
メソッドを使用すると、文字列が指定さ
れた正規表現とマッチするかを確認でき
る。OnChange イベントなどで比較す
ると、入力途中の整合性チェックに活用
できる。

RTL はほかにもいろいろあるが、知っ
ていると便利なユニットを以下にいくつ
か説明する。

System.StrUtils は文字列処理関数が
含 ま れ て お り、 た と え ば LeftStr、
MidStr、RightStr 関数を使用すると、
Copy 関数を使わなくても、任意の位置
の文字列を容易に取得できる。

System.DateUtils は、日付処理関数
が含まれている。月末日を取得するのに、
従来は翌月 1 日の日付 -1 という取得方
法が一般的であったが、EndOfAMonth
関数を使用すると容易に取得できる。

System.Math は数値演算関数が含ま
れ て お り、 た と え ば 四 捨 五 入 は
SimpleRoundTo 関数で容易に実行でき
る。
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